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越
辺
川
の
ま
る
ご
と
再
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
始
動

　

県
で
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
、
市
町

村
の
ま
ち
づ
く
り
と
一
体
に
な
り
、
ひ

と
つ
の
川
を
上
流
か
ら
下
流
ま
で
ま
る

ご
と
再
生
す
る
「
川
の
ま
る
ご
と
再
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

市
や
町
か
ら
応
募
の
あ
っ
た
事
業
提
案

の
な
か
か
ら
、
平
成
24
年
度
は
、
10
の

河
川
、
平
成
25
年
度
は
、
７
の
河
川
が

選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
河
川
で
は
、
ま
ち
づ
く
り

と
一
体
的
か
つ
地
元
自
治
体
や
地
元
住

民
と
協
働
し
て
、「
川
の
国
埼
玉
」
の

実
現
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

越
辺
川
は
、
毛
呂
山
町
が
「
川
と
古

道
の
歴
史
・
文
化
に
逢
え
る
場
所
」、

越
生
町
が
「
清
ら
か
な
水
が
流
れ
、人
々

が
憩
い
、
親
し
む
越
辺
川
」
を
提
案
し
、

両
町
と
も
平
成
25
年
度
に
選
定
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
、
平
成
27
年
度
の
完
成
に

向
け
て
動
き
出
し
て
い
ま
す
。

毛
呂
山
町
で
の
取
組

　

事
業
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
河
川

沿
い
の
地
区
代
表
者
、
地
域
活
動
団
体
、

学
校
関
係
、
県
や
町
も
参
加
し
て
「
越

辺
川
ま
る
ご
と
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
毛

呂
山
町
部
会
」
を
設
立
し
、
計
画
段
階

か
ら
地
域
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
は
、
毛
呂
山
町
部
会
が

提
案
し
た
越
辺
川
整
備
計
画
（
案
）
に

基
づ
い
て
、
測
量
や
設
計
を
行
い
、
土

地
の
所
有
状
況
や
整
備
箇
所
の
地
形
、

施
設
構
造
な
ど
を
現
地
で
確
認
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
い
よ
い
よ
来
年
度
か
ら

宮
下
橋
周
辺
の
親
水
護
岸
広
場
工
事
に

着
手
す
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
現
在
予
定
し
て
い
る
整
備
内

容
は
、
下
流
か
ら
上
流
ま
で
遊
歩
道
の

設
置
、
※
河
原
の
再
生
、
松ま
つ
ぬ
き貫

橋
側
道

橋
設
置
、
桜
並
木
の
整
備
、
憩
い
の
広

場
整
備
、
護
岸
整
備
な
ど
で
す
。
整
備

後
は
、
川
沿
い
を
連
続
し
て
歩
け
る
よ

う
に
な
り
、
皆
が
集
い
、
楽
し
め
る
空

間
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

問　

役
場
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
道
路
工

務
係
ｔ
内
線
１
５
４

「
川
の
国
埼
玉
」
を
め
ざ
し
て

　

埼
玉
県
は
、
県
土
の
３
・
９
パ
ー
セ
ン
ト
を
河
川
が
占
め
て
お
り
、
河
川
面
積
の
割
合
で
は
日
本
一
で
す
。
県

と
市
町
村
で
は
、
世
代
を
超
え
た
人
び
と
が
川
に
集
い
、
学
び
、
楽
し
む
「
川
の
ま
る
ご
と
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
し
て
毛
呂
山
町
で
も
越
辺
川
周
辺
の
伝
統
文
化
に
根
ざ
し
た
風
景
を
後
世
へ
と
伝
え
て

い
く
た
め
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
今
月
号
で
は
、
越
辺
川
が
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
く
の
か
、
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

凡　　例

：河原の再生

：親水広場などの整備

：遊歩道（既存道路利用）

：遊歩道（計画）

：鎌倉街道（歴史道）

※河原の再生…雑草・雑木が生茂った
河原を小石で形成された平らな河原
にすること
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宮下橋周辺の整備イメージ

計画のコンセプト箕和田湖

鎌倉街道

　現在、越辺川沿川の各区長をはじめ関係する皆さん
と整備計画を検討しています。
　本図面は整備イメージを示したものです。
　詳細な調査、設計は今後のため、内容は変更となる
場合があります。

本図面は整備イメージを示したものです。
詳細な調査、設計は今後のため、内容は変更となる場合があります。

町内に新たな観光ルート
を検討しています。

川沿いを連続して歩ける
ように検討しています。

親水広場の整備を検討
しています。

埼玉県のマスコット　コバトン

毛呂山町マスコットキャラクター
もろ丸くん

みんなで越辺川沿いを楽しめる場所にしよう！

楽しみトン♪

みんなも
越辺川沿いを
歩いてみてね♪

越辺川を水と緑の軸として位置づけ、自然環境に配慮
したうるおいと安らぎの空間づくりをめざします。

○親水空間の創出（河原の再生、遊歩道・進入路整備）
○観光資源のネットワーク化（遊歩道・案内板整備など）

「毛呂山町都市計画マスタープランより」

現在の宮下橋周辺広場が
生まれます

水辺に近づける
ようになります カワセミに出会えるかも！

カワセミ

　現在、遊歩道の整備
も計画しています。早
朝には、カワセミの姿
を見ることもできる越
辺川の岸辺を歩いてみ
ませんか。
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